Uカットシール材充填工法（可とう性エポキシ樹脂使用）施工手順
補修範囲の確認　　　　　◇ひび割れ状況を確認し、補修範囲を決定する。
　　　↓　　　　　　　　　・確認は目視及びクラックスケール等による。
　　　　　　　　　　　　　・補修範囲はチョーク等で明示する。
カ　　ッ　　ト　　　　　◇ひび割れに沿って電動カッター等を用いてU字型の溝を設け
　　　↓　　　　　　　　　る。
　　　　　　　　　　　　　・巾10mm程度、深さ10～15mm程度にひび割れの中心を外
　　　　　　　　　　　　　　さないようにカットする。
　　　　　　　　　　　　　・ひび割れが曲がりくねっている場合は、直径の出来るだけ
　　　　　　　　　　　　　　小さいブレードを用いる。
　　　　　　　　　　　　　・Uカット後は切粉の清掃を入念に行う。
プライマー塗布　　　　　◇エポキシ樹脂プライマーを溝内部に均一に塗布する。
　　　↓　　　　　　　　　・被着体に適したプライマーを塗残しのないように塗布する。
　　　　　　　　　　　　　・プライマー塗布後、ごみ、ほこり等が付着した場合又は充
　　　　　　　　　　　　　　填が出来ない場合は再清掃し、プライマーを再塗布する。
計　量・混練り　　　　　◇可とう性エポキシ樹脂を製造所の仕様により、均一になるま
　　　↓　　　　　　　　　で混練りする。
　　　　　　　　　　　　　・主剤と硬化剤を正確に計量する。
充　填・仕　上　　　　　◇可とう性エポキシ樹脂を充填し、平滑に仕上げる。
　　　↓　　　　　　　　　・コーキングガンのノズルをUカット溝に当て充填する。
　　　　　　　　　　　　　・充填後は、へらで押さえ、下地と密着させて表面を平滑に
　　　　　　　　　　　　　　仕上げる。
　　　　　　　　　　　　　・補修部の上に仕上塗材、塗料等を施工する場合は、充填後、
　　　　　　　　　　　　　　可とう性エポキシ樹脂の表面に硅砂を散布する。
養　　　　　生　　　　　◇シール材が硬化するまで適切な養生を行う。
　　　↓　　　　　　　　　・損傷、汚染等のないようにするとともに降雨等からも適切
　　　　　　　　　　　　　　な養生を行う。
清　　　　　掃　　　　　◇充填部以外に付着した汚れ等を適切な方法で除去し、清掃す
　　　　　　　　　　　　　る。
Uカットシール材充填工法（可とう性エポキシ樹脂使用）使用材料
　 

	材種
	材質その他
	材料名
	製造所・販売元名
	備考

	プライマー
	ｴﾎﾟｷｼ樹脂
	ｱｻﾋﾎﾞﾝﾄﾞ500P
	ｱｻﾋﾎﾞﾝﾄﾞ工業（株）
	1.5kg/ｾｯﾄ

	シール材
	可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂
	ｱｻﾋﾎﾞﾝﾄﾞEL55
	ｱｻﾋﾎﾞﾝﾄﾞ工業（株）
	10kg/ｾｯﾄ


